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１．はじめに 

近年、日本の各地で局地的な大雨や集中豪雨が多

発し、それらに起因する浸水被害や水難事故が発生

している。こうした豪雨による災害対策のために豪

雨の状況を的確に把握する事は重要であり、面的な

雨量情報をリアルタイムに把握することが可能であ

る気象レーダの有効性は高い。 

国土交通省水管理・国土保全局では、最新型気象

レーダであるXバンドMP(マルチパラメータ)レーダ

を各地に配備し、XRAINと呼ばれるレーダ観測網を構

築し、レーダ雨量情報の高解像度化、リアルタイム

性の向上を図り、豪雨の監視体制の強化、洪水予測

の高精度化を進めている。XRAINは、H22年度より11

台のレーダネットワークで試験運用が開始され、毎

年、レーダの追加整備が行われており、現在（H24

年度）、27台のレーダネットワークにより試験運用

が行われている。 

 

２．XバンドMPレーダ観測の導入のための技術的事項

の確立 

レーダは電波を送信し、降水粒子群に反射した電

波を受信する機器であり、降水量を直接計測してい

るわけではない。レーダから直接得られるデータは、

降水粒子群を伝搬、反射した電波の強度、位相情報

であり、レーダによる降雨観測とは、これらの情報

がその降水粒子群の降水強度に関係性があるという

特性を利用したものである。レーダにより高精度な

降水観測を行うには、アンテナ仰角や回転速度とい

ったスキャンモードの検討、降水量算定パラメータ

の同定作業等が必要であり、レーダを製作、設置す

るだけでは精度の高い降水観測は実現しない。 

XバンドMPレーダを実用化した先例は世界的にも

皆無であった。そこで、国総研では、導入にあたり

レーダ観測の専門家との連携の下に、レーダネット

ワークの設計、データ処理・配信システムの構築、

スキャンモードやパラメータチューニング等の検討、

減衰補正や合成手法の高度化等の検討を行い、Xバン

ドMPレーダ観測の所定の精度確保、精度向上及び技

術的事項の確立に貢献してきたところである。 

 

３．技術資料の作成 

 XRAINの構築から3年目を経過し、今後は試験運用

から本運用へ移行することが予定されている。そこ

で今般、試験運用で得られた技術的な知見を集約し、

XバンドMPレーダの観測システム、雨量算定手法、各

種検討の方法について取りまとめた技術資料を作成

した。 

技術資料は、前半部はXRAINを構成するハード、ソ

フトウェアに関する事項として、レーダの主要諸元、

送信方式、信号処理、XRAINのシステム構成、降雨強

度の算定手法について記述している。後半部は、X

バンドMPレーダの導入から初期調整、検証の関する

事項として、レーダ設置場所選定、観測設定の考え

方、初期調整、各種検証、検討の方法について記述

している。 

 技術資料は、国総研資料として公表予定である。

本資料が地整や自治体における今後のレーダ導入や

レーダ観測、レーダ雨量情報の利活用に係わる技術

開発において一助となることを期待する。 

なお、今後、技術研究開発の進展によってはXRAIN

が採用する機器仕様や雨量算定手法等が変更、改良

されることが考えられ、その際は、適宜、技術資料

の改訂を行う予定である。 
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１．はじめに 

既設ダムの治水機能向上の一つの方策として予測

雨量を活用した洪水調節が挙げられる。しかし、近

年予測精度は日々向上しているものの予測誤差=ゼ

ロとなったわけではないためダム洪水調節における

予測雨量の定量的な利用は限定的である。また将来

にわたっても容易に予測誤差がゼロになるとは考え

にくいため、予測誤差がゼロになるのを待つよりも

「予測雨量とは誤差を含んでいるが、それを用いる

ことでダムの洪水調節効果を高める可能性であるデ

ータ」という認識を持ってその利用法を考えること

が重要である。 

現在までに国総研水資源研究室では、利用法の一

つとして予測雨量誤差の発生確率分布に基づいて、

治水基準地点の治水被害額を最小にするダム放流量

を決定する方法を提案（以下、提案方法）してきた

1)。提案方法における課題の一つは、予測雨量誤差

の発生確率分布をどのように設定するかであった。

過去からの予測雨量データを蓄積し、実測雨量デー

タと比較することで誤差の発生確率分布を設定する

方法が考えられるが、ここでは過去の予測雨量デー

タの蓄積を必要とせずその時々の気象状況に応じて

予測の定量的な幅を評価できるアンサンブル予測雨

量を基にした洪水調節操作について検討した。 

 

２．アンサンブル予測雨量を用いたダム洪水調節操

作 

 図は蓮ダムにおける平成23年台風15号について、

規則操作およびアンサンブル予測雨量を用いてダム

洪水調節操作を行った計算事例である。予測更新の

度に、アンサンブル予測雨量を用いて下流治水基準

地点のピーク流量期待値が最小となる放流量を決定

し、次の予測更新までその放流量で操作している。

結果としてアンサンブル予測雨量を活用した洪水調

節では洪水調節開始流量での一定量放流となり、規

則操作の場合と比較して洪水調節容量を多く利用し、

それによって下流基準地点のピーク流量を規則操作

の場合よりも約10%低減することができた。 

図 蓮ダムにおける台風15号の洪水調節操作

シミュレーション（上：規則操作、下：アンサ

ンブル予測に基づく操作） 

 

３．今後の課題 

 アンサンブル予測雨量の精度が全体的に低い場合、

その予測結果に基づいて操作することで結果的に規

則操作よりも下流ピーク流量を増加させてしまうケ

ースがある。予測が大きくはずれた場合においても

下流のピーク流量が大きく増加しない運用方法につ

いて検討する必要がある。 
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